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九官鳥を用いた音声オペラントによる命名訓練の試み
O 杉 山尚子 ・植村 曜子 ・佐 藤方哉

　 　 　 （慶 応 義 塾 大 学 ）

　 1970年 以 降 、類 人 猿 に ヒ トの 言 語 行 動 を習 得 さ せ る 実 験 が ま す ます盛ん に な っ て い

る が 、音 声 レ パ ー
ト リ

ーの 制約か ら 、用 い られ る 言 語 は 、身振 り語 、図形 語 の 域 を 出

な い 。一方 、 ヒ トの 言 語 獲 得 は 、 あ る 種 の 鳥 類 の さ えず りの 発 達 に 類 似 し て い る と い

う報 告 （Marler，1973 ， 1975； Nottebohm ， 1970）や Pepperberg（1981）の オ ゥム を 被験 体

と し た 言 語 習 得 訓 練 の 報告が あ る 。 そ こ で 、本 実験で は 、 ヒ ト に 類 似 し た 発 声器 官 を

も っ 九 官 鳥 を被 験 体 と し て 音声 レ パ ー ト リ
ー を習得さ せ た 後 、物体 の 命名 訓 練を 試み

た 。な お 本 研 究 は 、九 官 鳥 に よ る タ ク ト、 マ ン ド の 言 語 機能 の 獲 得 、 な らび に 2 個 体

を 用 い て そ れ ぞ れ を話 者 、聰 者 と し て 訓 練 し、最 終 的 に は 2 個 体 間で の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 成 立 をめ ざ す プ ロ ジ ェ ク トの 端 緒 と し て 行 な わ れ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 実 　 験 　 　1

　 1 羽の 九 官 鳥 に 弁 別 刺 激 と し て 2 種 類 の 食物 を呈 示 し た 時 に それ に 対 応 す る 2 種 類

の 音 声反 応 が 分 化 を示 す か 否 か を検 討 する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 方 　 法

　 攤 ： 実 験 開 始 時 生 後 2 年 4 ヶ 月 の 九 官 鳥 1 羽 （ド ッ ク と 命 名 ） 。G．r．inヒer 一

皿 edia 種 とみ られ る 。 太 実 験 に 先 立 つ 約 1 年前 に キ イ つ つ き形 成 、赤 緑 色 光 弁別 訓 練

の 経 験 を持 っ 。

　装置 ； 通 常の 九 官鳥用 飼育 ケ ー ジ を 使用 し た が 、視 覚 的 外 部 刺 激 遮 断 の た め 、実験

中 は 3 壁 面 を カ バ ー
で 覆 っ た 。実験 は 手 動 に よ り遂行 さ れ 、そ の 全 て は 8 ミ リビ デ オ

（FUJIX−8　 P：IOOAF、富 士 フ イ ル ム 製 ）で 記 録 さ れ た 。

　魁邀 ： 弁別 刺 激お よ び 強 化 子 と し て 、 1c 皿 角の バ ナ ナ 小 片 な らび に 市販 さ れ て い る

飼 育 餌 （二 」 ．・一一マ イ ナ ）が 用 い られ た 。

　壬螽 ： 本実 験 で 用 い られ る 音 声 反 応 レ パ ー
ト リ ー獲 得 の た め の 予 備 訓 練 とし て 、

  実験者の 発 声 に よ る 果 物 の 名 前 （ 「メ ロ ン 」 「バ ナ ナ 」 「イ チ ゴ 」 「ブ ドウ 」 の 4

種 ） を録 音 し た 音 声刺 激 テ
ー

プ を 4 ヶ 月 間 に わ た り繰 り返 し聞 か せ 、そ れ ら の エ コ ー

イ ッ ク を 促 し た 。   上 記 4 種 の 果 物 の ミ ニ チ ュ ア を呈 示 し、視 覚刺 激 に 対 する マ ン ド

応 諾 訓練 を試 み た 。   実 際 の バ ナ ナ の 小 片 を刺 激 と し て 呈示 し 、 「バ ナ ナ で すよ 」 と

い う 音声反 応 の 自発 を試 み た 。 し か し い ずれ も成 功 し な か っ た 。した が っ て 、 実 験開

始 時 に 音 声 レ パ ー トリ
ー と して 被 験 体 が 既 に 獲 得 し て い た 「ご は ん で す よ 」 「ど う し

た の 」 の 2 反：応 を要 求 反 応 と し て 選 択 し た 。

　 1 セ ッ シ ョ ン 20試 行 と し て 、バ ナ ナ 小 片 、飼 育 餌 の い ずれ か をゲ ラ マ ン 系 列 に 従 っ
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て ラ ン ダ ム な 順序 で 呈 示 す る 。バ ナ ナ小 片 ⇒ 「ど う し た の 」、飼 育餌 → 「ごは ん で す

よ 」 が 正 反応 で あ る 。 1 試 行 は 反 応 の 生 起 ま た は 10秒 の 刺 激 呈 示 時 間 の 経 過 を も っ て

終 了 す る 。 試行 間間隔 は 約 5 秒で あ る 。 正 反応 に 対 して は 、呈 示 剩 激 に よ る 食 物強化

な らび に 「天 才 ！ 」 「い い 子 ね 」 と い う言 話 的 な 社 会 的 強 化 子が 与 え られ た 。

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　 結果

　 13セ ッ シ ョ ン 終了 時 で 正 反 応 率 が 連 続 6 セ ッ シ ョ ン 85 ％ を 越 え 、 視 覚 刺 激 に 対 する

音 声反応の 分 化 が み とめ られ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 実 験 2

　 実 験 1 に よ り獲 得 さ れ た 音 声 反 応 の 分 化 は 食 餌 強 化 の も た らす マ ン ドと も考 え られ

る の で 、マ ン ド応 諾 行 動 を形 成 する こ と で 命名 行 動の 形 成 を確 認 す る 。

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　 方法

　攤
・
装置 ： 共 に 実 験 1 と同 じ で ある 。

　壬董 ： 実 験 者 が ゲ ラ マ ン 系 列 に 従 っ て ラ ン ダ ム な 順 序 で 発 声 す る 2 種 類 の 音 声 刺激

（「 ど う し た の 」 「ご は ん で す よ 」 ）に 対応 し て 、 2 種 類 の 食 物片 （バ ナ ナの 小片 ・

飼育 飼 ）を添 付 し た反 応 キイ の い ずれ か を っ っ く とい う 同 時弁別訓 練を 1 日 1 セ ッ シ

ョ ン 20試 行 行 な っ た 。正 反応 に 対 し て は、選択 し た 刺 激 と 同 じ 食物 な らび に 実験 1 同

様 の 言 語 的 な 社会 的強 化 子 が 与 え られ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 結 果

　 第 1 セ ッ シ ョ ン よ り 75％ の 正 答 率 を示 し、以 下 7 セ ッ シ ョ ン に わ た っ て こ の 規 準 を

維 持 し た 。

　　　　 　　　　 　　　　 　　 総 合 考 察

　実 験 1 の 結 果 は形 態 的 に は命 名 訓 練 で あ る が 、音 声 反 応 の 結果 と し て 反 応 に 恣 意 的

に 対 応 す る 強 化 子 が 与 え られ て い る 。 した が っ て 実 際 に は マ ン ドが 生 起 し た とも考 え

られ る 。実 験 2 に よ っ て 実 験 老 の 音 声 刺 激 に 対 す る マ ン ド応 諾 行 動 の 生 起 が 第 1 セ ッ

シ ヨ ン か ら認 め られ た こ と に よ り 、 命 名 行 動 が 形 成 さ れ た とも考 え られ る 。次 の 段 階

と し て 、刺激 数 を増 加 し 、実 験 1 の 条件か ら実 験 2 の 条 件 へ の 転移 を さ ら に 確 認 する

と と も に 、実験 2 の 条件 か ら実 験 1 の 条件 へ の 転移 を テ ス トす る必 要 が あ ろ う 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 引 用 文献
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自閉児における 「級友の名前」の学習 ：養護学校内での 事例

　　　　　山田岩男 （名古屋市立南養護学校）

1　 は じめ に

　昭和 57 年度に ， 目，鼻，口を弁別できない 自閉児に，

実物大の顔写真の目，鼻，口の部分を切り抜き，それを

切り抜い た顔写真に埋め込む型はめ形式で ，目， 鼻，口

を弁別させる指導をした．その結果， f目 （鼻，口〉は

？」 の問い に，自分や教師の 目， 鼻 ， 口を指差すこ とが

できるようになっ た。

　昭和 57 年度の対象児童は，級友と視線が合わず t 級

友の名前を弁別できなかっ た。そこで 58 年度は，級友
の実物大の顔写真の両眼の 部分を切り取っ た教具 （図 1
参照）を用い ，各 々 の級友の名前を指示した後，両眼の

部分を元の写真にはめ させる指導をした．その結果，教

師や級友の顔を覗き込むようになり，また，指示した級

友に連絡帳を持 っ て行くことが見られるようになっ た．

　昭和 59 年度には，本報告中の C1 に対して，個別に

形や数片の絵画完成など既成の型はめの 中に級友の顔写

真を混ぜた型はめ課題を行わせた ．その際， 「三角」 ，
「犬」， 「00 君 」1などと指示したが，各事物の名前を

弁別するには至らなかっ た。

　そこで ，これまでの指導の成果を踏まえ，顔写真の型

はめに基づく 「級友の名前亅 を学習させるプ ロ グラム を

検討することにした 。

2　目的

　級友の名前を弁別できない 自閉児に対して ，級友の顔
写真の型はめを用いて 「級友の名前 」 を学習させる。目

標行動は，帰りの会て指示 された級友に連絡帳を配るこ

とができるようにすることである。

3　方法

　Q）対象児童 ：児童C1 （男子），C2 （女子）は小

学部 5年で，なん語ようの音声がある。理解言語，対人

行動の特徴は表 1にまとめる 。 目嫖行動の連絡帳配 りに

つ い ては ，C1 ：指導前には ，教師に指示された級友の

所へ は持っ て行けず ， 級友たちの座席の周囲を回るだけ

で ，教師が当該児童を指差すと持っ て行くこ とができる。
C2 ：教師が指示した後歩き出すが、たまたま近くにい

る級友に投げるように渡すか，いっ までも立ち止まっ て
い る．教師が当該児童を指差すと渡す。
表 1　 （C1 ，C2 の 理解言語，対人行動の特徴）

前

つ

線

友

面

横

  型はめ教具 ：図 1のように目の部分 （e ）とそれ

図 1 型はめ教具

　 　 　 f　　 　 　 e

黶 驪

以外の顔の部分 （f）か ら

成り立 っ てい る。写真の顔

は，C1 ，C2 を含む 4名

の 個別学習グルー
フ
’
の児童

を対象としてい る。

　　　　　　　　　　　　　 目の部分をはめるように
したのは，写真は実物との等価性が高い と考え t 目の部
分へ の注目が，繰り返しはめることで実際の級友と視線
を合わせることができるの で はないか と考えたか らであ
る 。

　また ， 型はめ教具は，カラ
ー
写真に硬い発泡スチロ

ー

ル板を裏打ちし，裏にマ グネッ トが付けてある。大きさ
は，　f 力讐従11 ×横 9x 厚二〇．　5（m ．　e カ｛，縦 2．　5 ×

横 5 ×厚 0 ．5   であり，いずれの f ，e で も各々 にき
っ ちり入るようになっ てい る。

　なお ，個別学習の 4 名の児童冏には，対人関係の上で

密接な関係はない 。その個々 の児童の身体特徴，その他

は次にまとめる。
C1 ：やや小太 りで整っ た顔立ちをしてい る。
C2 ：長身てす らりとしている。
C3 ：常時ヘ ッ ドギアを付けてい る。ノ1・柄で よく動く。
C4 ：身長が筒 く，

・
立派な体格をして い る。指示て級友

　　　の世話ができる 。

　  手続き ：指導段階は，1と llの二つ に分かれてい

る。その 内容は以下 の ようである。

指導段階 1 ：提示した顔写真を完成後に ， その顔写真を

　　　　　　実際の級友に持っ て行く．

　　内容  ：
一
対の f ，e の型はめとその写真を級友に

　　　　　持 っ て行く練習をさせる．

　　内容  ： f1 片とその近 くに e3 片を縦に並べ て，

　　　　　fを指差して 「この子の顔を作りなさい 」 と

　　　　　言う。そして，完成できたらその顔写真を 「

　　　　　この子に渡しなさい J と言 っ て，3名の児童

　　　　　の方に行力せ る。

指導段階 n ：指示した方の級友の顔写真を完成後に，そ

　　　　　の級友に物品を持 っ て行かせる。

　　内容　： f2 片とその間に e3 片を縦に並ぺ て ，

「

　　　　　00 君 （提示した一
方の f の名前〉の顔を作

　　　　　りなさい 」 と言う。そして ， 完成できたら 「

　　　　　これを （物品 ）○ ○君に渡しなさい 」 と言っ

　　　　　て，3名の児童の方に行かせる。

　　この手続きを基盤に した生活単元学習を週 2 −・3時

間設定し，昭和 61 年 3月まて哘 っ た。
4　結果

　（1） 指導段階 1の C1 につ い て ：図 2は ，顔写真の完

成 （下段）と実際の級友の マ ッ チン グ （上段）の 正反応

率を表わした もの である。
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　また ，この指導段階 1の 図 2 中の  〜 （4知）ブロ ッ ク

の 正反応率は ，・4名の個別指導の場面の ものである 。

　（1）の ブ ロ ッ ク ：通常の 顔写真をその級友に渡しに行

かせたが ， 全く持っ て行くことができなか っ た。

　  のブロ ッ ク ：内容  に当り，
一

対の f ，e を型は

め し，顔写真を完成させてから，当該の 級友に持 っ て

行かせた，その結果，通常の顔写真を用いた場合より
マ ッ チ ングの正反応率が上がっ た．こ れは，通常の顔
写真を用い た マ ッ チ ングの 1週間後に行っ た結果であ

る。

　  の ブロ ッ ク ：下段の図で，提示 した顔写真を完成
させる正反応率が高い の は ，前年度の 学習が維持され

てい たため と考えられる 。 上段の 図は ， 顔写真の型は

めがで きた とき 1．その級友に写真を正しく渡すことが

できた正反応率である。こ の推移から型はめした顔写

真を見本刺激として級友を選択で きるようになっ た と

言える。なお，顔写真を正 しく渡すことができた後に ，
二人で

一
つ の打楽 器を叩くとかボール を転がすキャ ッ

チボール など，ほとんど身体接触をしない遊びをさせ

た。

　（4）のブロ ッ ク ：  で顔写真と級友の マ ッ チングの 指

導終了後 1 週間をお い て，内容  の
一対の f ，e か ら

顔写真を完成させ，その写真を見本剰激に して級友を

選択させた。その 結果，型はめ した顔写真と実際の級

友の マ ッ チングがて
’
きるようにな っ たと言える。

　  　指導段wa　ilの C　1につ い て ： 図3 は，　 f　2 片の

中，一方の名前を指示 した方の顔写真の完成 （下段）

と，名前とその 級友のマ ッ チング （上段〉の 正反応率

を表わ したもの である。

　また ，この指導段階皿の図 3 中の   と  ブロ ッ クは

朝ク）会 （在籍 ユユ名〉で ，  と  ブ ロ ッ クは個別指導
の場面で，共に連絡帳を，  の ブロ ッ クは個別指導の

場面で連絡帳以外の 物 （遊具）を渡 しに行かせた ．

　  の ブ ロ ッ ク ：指示 した級友のだれにも連絡帳を持
っ て行くことがで きない ことが分か っ た。

　  の ブm ッ ク ：指示 した級友に連絡帳を持っ て行く

こ とができた正反応率は ， チャ ン ス レベル の ものであ
り，名前と級友がマ ッ チングできるとは言えない 。

　（7）の ブロ ッ ク ：下段の図の セ ッ シ ョ ン 1から2 へ 指
示する顔写真を完成できるようになっ たが，上段の 図
の 該当セ ッ シ ョ ン では指示する級友を全く選択できな

い 。 そこで，図中の T で，指示した fを完成 したらそ

の 級友を知らせ ， また ，遊びの内容を電車ごっ こや フ

ォ
ー

クダンスなどか ら身体接触のない ボー
ル遊び （シ

ー
ソ
ーボー

リング遊び）に変更して遊ばせた．

　その後は，正反応率の推移に見られるように ， 指示
した級友を正 しく選択してボール を渡 しに行くように

な っ て きた 。しか し，指示 した顔写真の完成，指示し

た級友の選択の 正反応率が安定しないまま学年末近く
になり指導を中止した．

　  の ブ ロ ッ ク ニ指導中止 10 日後，指示した C4 に

連赭帳を持っ て行くことができた．

　  の ブロ ッ ク ：帰 りの会での連絡帳配りの 結果であ

るが ， 指導前に比ぺ て C4 に持っ て行くことができる

ようになっ たが，まだ確実とは言えない 。

図 2 ：指導段階 1 ・顔写真の完成（下段）と 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ
　　　その写真と級友の マ ッ チン グ（上段）彡　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’
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図 3 ：指導段階 ll・指示した顔写真の完成（下段）と

　　　 「級友の名前」 と級友の マ ッ チング（上段）
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　  指導段階 1の C2 にっ いて ： （図4の（1ト 〈4）のブ

ロ ッ クの課題，場面などは，C1 の指導段階 1と同じな

ので t ここ では結果のみ をまとめる．）

　通常の顔写真とその級友をマ ッ チングすることが ，全

くできない （（1）の ブ ロ ッ ク）．また，一
対の f，e か ら

完成した顔写真は，通常の顔写真より正反応率は上がる

が確実ではない （（2》）ブロ ッ ク）．

　提示した顔写真の型はめの完成は，正反応率が 60 ％

程度か ら上がらなか っ たが （  のブロ ッ クの下段），そ

の顔写真と級友の マ ッ チ ングでは，指導の 早期かち確実

にできるようになっ た （  の ブ ロ ッ クの上段）．また、

その指導終了後の言謄 でも維持されてい ることが分か っ

’

た （（4＞のブ ロ ッ ク）．
　　　　　　　　　　　　　　　 i

。響，鸞
・

驪 齪 躔 1鑼 覆
の で，こ こでは結果の み をまとめ る。）

　帰りの会では，指示した級友に連絡帳を全く配ること

ができない （  のブロ ッ ク）。 また ， 棚 1脂導の場面で

も，正確に配るこ とができなか っ た （  の ブロ ッ ク）。

　指示した顔写真の完成 （  のブロ ッ クの下段）と指示

した級友に遊具を渡す （  のブロ ッ クの上段）では，正

反応率の推移か らできるようになっ てきたと言える．し

か し，個別学習の 場面ではほliy維持されてい る （  のブ

ロ ッ ク）が，帰りの会では ，C4 に持っ て行くようにな

っ たが ， まだ確実ではない （  の ブロ ッ ク）。

図4 ：指導段階 1 ・顔写真の完成 （下段）と

　　　その写真と級友の マ ッ チング （上段）
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5　考察と今後の 課題

　本指導の ねらいは，自閉児C ユ，C2 に対する音声刺

激である 「級友の名前」 を弁別させることであるが，級

友と視線が合わず，また，接触することを避ける傾向が

強い ことか ら，二 っ の指導段階の各々 に二つ の 課題を設

けた ．

一
つ は，顔写真の完成であり，他は，物品を級友

に渡すとい う内容である． （強化は ， 指導段階 1の型は

めを豆電球の光，他をだっ こ ・言葉掛けなどで行っ た）

　（D　目の部分を型はめするこ とで，写真や実際の級友

の顔に対する注目度が高まっ たようである．それは，通

常の顔写真を用いた ときより，型はめで完成 した顔写真

を用い た場合に写真と級友の マ ッ チングの正反応率が高

くなっ たことから考えられる。また，日常場面では，教、

師や級友の顔を覗き込むとい う行動が見られた．

  　自閉児に取 り親ませる課題が冏題になるが ，本指

導では，対象児童が好む型はめに基づく顔写真の型はめ

を基盤にした ． そして，級友と身体接触をさせる前段階

として物品を渡すかかh りをさせた ．この内容が，長期

に渡っ て課題に取り組ませることができたと考える。

特に，物品を渡すことは，図 3の   の ブロ ッ ク上段の T

の セ ッ シ ョ ン以降の正反応率の推移から，名前と級友を

マ ッ チングさせることにも効果的であっ たと考えられる

　（3） 指導段階 皿における顔写真の型はめは，図 3 ，図

5の下段の正反応率が指導初期からかなり高い率を示 し

ているこ とから， 「級友の名前 亅 （音声刺激）に注目を

させることに効果があっ たの ではない か と考えられる。

図 5 ：指導段階 矼 ・指示した顔写真の完成 （下段）と

　　　 「級友の 名前亅 と級友の マ ッ チング （上段）
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精神遅滞児に お ける読み 行動の 獲得 　　　matching −to−sample 　procedure を用い て

　　　　　鶴巻正子
’

　 （福島大学教育学部附属養護学校）

　精神遅滞児 に対 して 、 読み行動 を獲得 させ る ために、片岡 ・菊地は、matching −to−sample 　procedure

を用 い た
一

連 の 実験的研究 を行ない 、それ ぞれ 、 その 有効性 を実証 して い る （1978a・b℃
・d・e， 1979，

1980a・b，1981，1982a・b，1983）。これ らの研究 を推進するため に 、 片岡は、「福 島大学式　Behavi。r

Modification　System．　 Model　 I 」 （1978）や 「福島大学式言語学習装置 」 （1981）等 を考案 して い る。
また 、 福島大学教育学部附属養護学校 （現校長 橋本昭治教授）で は、1977年創設以来 、片岡の 指導の

下 、 行動分析学の立場か ら、「精神遅滞児の 言語指導 j をテ
ー

マ と して 、 全教官 によ る教育実践的研究
をすす め て き て お り・ その成果 を毎年報告してきて い る。これ らの うち 、 読み 行動の 獲得に関す る も

の は 30編 で あ り 、 か つ 、 その うち 、 matching −to−sample 　procedure を用い た ものは22編で ある 。 そ し

て 、それ らは 、それぞれ 読 み行動の 獲得に matching −tQ−sample 　procedureが効果的な指導法で ある こ

と を示 して い る。

　とこ ろ で 、Cu  i  ＆ Berryman（1965）は ハ トを被験体 とし 、 また 、
　Goldman＆ Shapiro（1979）はキ

ン ギ ョ を被験体 と して 、 simultaneous 　 matching
−to−−saJnple 　pro¢ edure を用い た実験 を行な い 、 い ず

れ も こ の procedure が有効であ る こ とを示 して い る 。

　本 研究 は 、 精神遅滞児 に対 し 、
「動物名 を表す漢字」 に関す る読み行動を獲得させ る ため に 、

『
い わ

ゆる simultaneous 　 matching −to−sample 　procedure を適用 し、その 効果の 検討を企図 して行な っ たも

の である ．

1．方　　　　 法

1 被験 者は 、福島大学教育学部附属養護学校高等部の生徒 2名で ある 。 SI ：17歳 ， 女 ， IQ44 （コ
ー
ス

立 法体）．精神遅 滞，注意欠陥障害。 S2 ：ユ8歳，女，IQ37 （コ
ー
ス立 法体），精神遅滞，軽度脳性 麻痺 。

2． 実験 デザ インは、A − B − A で ある。以下 に、手続 き を示 す。

　
・
　Baselineは ・   oral 　reading および picture 　naming →   simultaneous 　matching −to−sample

　　 →     と同様 の順 に行なう e

　　　層odification にお い ては 、　simultaneous 　 matching −to−samp ユe　procedure に よっ て読み行動

　　の 獲得 を図る。その 際の differential　reinforcement に は、「福島大学式 Behavior　 Modifica−

　　tion 　 Apparatus
，
　 Type 工 （考案者　片 岡義信）」 （1981）を使用す る。

　　　刺激資料 は 、

一
文字 で動物 の名前を表す漢字 （8字 ）で ある。

H ．結果 と考察

　Baseline　I と H の oral 　readi   の結果 を被験者 ごとに比較す ると 、　S　1 （Figure　1に示す）：O％→ 100％
correct ，　S　2 ：0露→ 最高62．5％ correct へ と上昇 し、漢字の読み行動が 獲得された こ とが明らか で ある

。

こ れ は 、 い わ ゆる simultaneous 　 matching −to−sample 　procedureカ｛
、 二 人の精神遅滞児にお ける読み

行動 の 獲得 に有効で あ っ た こ とを示 して い る。

　　1。・　 呉
＾ SELINi

：　　 y° DIF 「c ＾ T 匸゜ N

　　
BI
《
s ε L 掴 ε

，

π

　 　 　 　 r　　　　　　　　　　 「　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
．
　　　　　　　　　　

｝

　
一

　　　　　　　 　　，　　　　　　　　　　 o　　　　　　　『　　　　　 　　　　　　　　　　　　
「
　　　　　　　　　　｝

　　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　，
　 　 　 　 　 　 　 1　　　　 　 ，　　　　　 　　　　　　　　 　　　　

1
　　　　　 卩　　　　 　 r 　　　　　　　　 　　 MATC ，liNG

　 　 　 O　 　 　 　 　　
l
　 　 　 　

價
　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 J　 　 　 　 ，　 　 　 　 『

　　　　　　　Fig。1 正 反応 生起率 の推移 （Sl ）
富
　擡島大学大孚院義育＃研究桝在孚中

Sl こSSlONS

一7一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　for 　Behavlor 　Analysls （JABA ｝

機 能 的 言 語 行 動 形 成 に お け る 確 立 化 操 作

　　　　　　　○ 山本淳
一

　　　　　　　 望月昭

　　　　　 （慶応義塾大学）　　 （愛知県 コ ロ ニ ー発達障害研究所）

　Skinner（1957）は 、 マ ン ドを 、
「その反応 に特定 の結果 に よ っ て強化され、従 っ て 、それに 関係の あ る

動因操作や嫌悪刺激による機能的な制御 を受 ける反応 」 と定義 した 。 しか しなが ら、言語発達遅滞児に言

語行動を獲得させ る場合 、 こ の 定義だけに もとつ くと、形成可能な言語の 種類が限 られたもの に な っ て し

まう 。 Michael （：1982）は、刺激 に は、弁別刺激 として の 役割の 他に 、 動機づ けに 関係す る機能が あ るとし、

確立 化刺激 （esi；ablishing 　s七imulus）と い う概念を提唱 した 。 刺激に その よ うな機能 をもたせ るための操
作は、確立化操作 （establishing 　opera 七ion ：EO ）と呼ばれ、 「特定の 物 や事象 の強化子 として の 効力

を決 定 し、 同時に そ の強化子が 随伴す るその 時の 行動 の頻度 を決定す る と こ ろの 環境変化」 と定義 され た 。

本報告は、こ の 確立化操作 に つ いて 、パ ラダイム として の 有効性 を論議す るこ とを目的とす る 。

　　　　　　　　　　　　《確立化操作と言語形成訓練》

　これ ま での 動因操作や嫌悪統制は 「無条件性確立化操作 （uncondi 七ioned　EO）」 と呼ばれ る。
　 Skinnerの

定義に よるマ ン ドは、こ れに よ っ て形成 され る言語行動で あると考えるこ とがで きる 。 それ に対 し、 例え

ば、絵を描 くための エ ン ビツが必要な子供が 「エ ン ビツち ょ うだい 」 と述ぺ る場合 、 エ ン ビツ に対 して直

接的な動因操作が 働いて い る と は考え に くい 。 こ の場合の言語反応を制御 して い るもの は 「条件性確立化

操作 （c。nditioned 　 EO）」 と呼ばれ 、 特に 言語形成訓練に おい て重要な 意味を持 つ 。 動 因操作や嫌悪統制

な どの 「無条件性確立化操作」 を直接施行す ることは倫理 的な問題を引き起こす 。一
方、この よ うな先行

操作を行わな いで 、子供か らの 反応の 自発 を待 づ 手続きで は、学習機会が少 な く、 また要求す る対象が大

変限られて しま うな どの問題が生ずる 。 こ の 場合 、 「条件性確立化操作」 を行うことで、様 々な要求言語

行動が高頻度で 出現す るこ とが期待され る 。

　Yamamo七〇 ＆ M（）chi2uki （1988）は、反響言語を多用す る自閉児 に、次の ような場面で 要求言語を形成 し

た。必要 な物が 対象児に は見えない場面で 、 大入 （T1 ）が 、対象児に、別 の 大人 （T2 ）の 方 を指 さ し、
「あの 先生か ら、□も ら っ て きて 」 （口内に は物の 名前 が入 る） と述 べ る 。 対象児は 、 「ロ くだ さい 」 と

T2 に述 べ 、　 T　2 か ら対象物を 受け取 りそ れを持 っ て か え るこ とで強化 される 。 こ の場合の確立化操作は 、

次の ように 分析で きる 。 T1 の 教示 （S1 ）は、まず第 1 に は 、 最終的な 、対象物を持 っ てか えるとい う

反応 （R1 ）の 弁別刺激で あ る。しか しなが ら、こ の Rl は、 「□ ください 」 とい う要求言語反応 （R2 ）
が 自発され 、 その結果 、対象物 （S2 ）が与え られ るこ とが な けれ ば成立しな い 。 したが っ て 、 こ の場合
の T1 の教示は、こ の行動連鎖の 弁別刺激で あると同時に 、 与え られ る対象物の強化力 を高め 、 対象 を得
るための 「ロ ください 」 という反応を増加させ る上で の 「条件性確立化刺激」 で あると考 え られる 。 こ の

研究 で は、さ らに対象児の 要求に対 して 、異な っ たもの が渡 され た場合 、
「違い ます」 とい う拒否言語を

自発 する よう訓練 し 、 必要な対象物の 強化力を きらに高め るための 操作 を行 っ た 。 以上の手続きの結果 、

必要なもの に つ い て の機能的な要求 と拒否を 、 十分般化され たか たちで獲得 した 。

　この ような枠組みは、例えばチンパ ンジ ーを対象に した コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン （Savage−Rumbau8h　et 　al
，

正978）の 分析に も 当て はめ るこ とが で きる 。

　　　　　　　　　　　　　　　《まとめ 》

　日常生起す る機能的な言語行動の 多 くは 、 単
一

の刺激だけ で な く、様 々な刺激 に よ っ て制御 されて い る 。

特に 要求言語行動に おい て は 、 結果に よる制御の みを受 けるこ とは まれ で 、 先行刺激か らの 制御 も強 く受

けて い る 。 こ の 場合の先行刺激は 、 言語行動を含む行動連鎖の 弁別刺激 となるだけでな く、行動連鎖内の

刺激の 強化力を高め るとい う確立化刺激 として の機能を持 っ て い る。こ の ような確立化操作の 分析 は、言
語発達遅滞児に 対す る機能的言語形成訓練 に お いて 重要で あ るだけ でな く、ヒ トの言語行動 とヒ ト以外の

動物の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン とを 共通の パ ラダイム の上で分析す る ことを可能に す ると考えられ る 。
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オ ペ ラ ン ト強化 を用 い た 2歳児の 漢字熟語の 習得

　　　　　長谷川芳典 （長崎大学 医療技術短期大学部）

　生 まれ て初めて 日本語の 文字 を習得するさい
， ひ らがな ・カ タカナ ・漢字の うち どの文字 が最も習

得
・保持され やすい か に つ い て実験的検討を行な っ た．

盤 　2歳 2 ケ 月の 幼児 1 名。実験 開始 時にお い て ， ひ らがな ・
漢字セ もま っ た く読めなか っ た，

なお ，
0 〜 9の数 字は読め ，

70 ピー
ス 以上の ジグゾーパ ズル を自力で完成するこ とができる．

畳魁　日常会話の 中で幼児 みずか らが用い て い る名詞 ・形容詞 ・動 詞などか ら成る単語 ・熟語を図香

館用力 L ドに書き込み 提示 した．訓練 は現在も継続中で あるが ， 本 発表で は ， 開始時か ら現時点まで

に提示 した 249 語に つ い ての習得結果を報告する． 249 語の 内訳 は， 漢字の み の条件 142 語 （

漢字条件A ： 92 語 ， 漢字条件 B ： 50 語） ， かな まじ り漢字条件 38 語 ， カ タカナ条件 19 語 ， ひ

らがな条件 50 語である．漢字条件 B の 50 語 とひ らがな条件 50 語は ， 同 じ言葉を漢字とひ らがな

で 表記 した対に なっ てい る．

垂猿　実験セ ッ シ ョ ン は 1 日 1 回限 りと し ， 上記の なか か ら選 ばれた40 ・− SO 種類の カ
ー ドを 1回

ずっ 提示 した．正 し く読め た場合 には陽性強化 し
， 間違 っ た場合または無反応の場 合には実験者が正

しい 読み を発音 した．3回連続 正答 した らその カ
ー ドに つ い ての 訓練を終了し新 しい カ

ー一一　Fを付加 し

てい っ た ．なお ， 漢字条件 B の カー一　Kを付加す るさい に は ， 対 とな っ て い るひ らが な条件の カ
ー

ドも

同一日に付加 した．それ ぞれ の 3 回連続正答 日か ら30 日 を隔て て 保持テス トを行な っ た．

鎧塁　249 語 のすべ て に つ い て正反応が得 られる まで に要 したセ ッ シ ョ ン数は 54 回であっ た．

　Fig ． 1 は ， 漢字条件 B とひ らがな条件の対 にお いて ， 初めて平反応が得 られ る までに要 したセ

ッ シ ョ ン数 （正反応出現の セ ッ シ ョ ン を含む）の分布 を示す ． これ らの 申央値は ， 漢字条件 B が6．O

回 ， ひ らがな条件が9．5回で あ り， 漢字の ほ うが早 く習得 で きた こ とを示 して い る。

　 保持テス トにお ける正反応率は ，
，次の とお りで あっ た．

漢字条件A ：88 ％， かな ま じ り漢字条件 ： 87 ％， 漢字条件 B ： 70 ％，
カ タカナ条件 ： 58 ％，

ひ らがな条件 ：54 ％．

　 漢字条件 ・か なま じ り漢字 条件に くらべ
， カタカナ条件

・ひ らがな条件では正答率が低か っ た．

耋塞　漢字熟語，
かな まじ り漢字の 熟語 ・単語は

，
カ タカナや ひ らがなか らな る熟語

・単語 に く らべ

て よ り早 く習得され ， 保持率も高かっ た。幼稚園 ・ 小 学校で は い っ ぱんにひ らがなゆカタカナゆ漢字

の 順に 文字教育が なされ て い るが ， 身近な言葉に関 して は ， む しろ漢字を先に教 えたほうが後年度の

学習負担を軽減するの では ない か と思 う．また ， 近年 ， 日本語ワ
ープ ロ の 普及 に よ っ て ， 漢字の 香取

りがで きな くても漢字を含む文章が容易 に作成で きるよ うにな っ た．筆順や習字で苦労させ る前に ，

日常生 活で使用するすべ て の漢字につ い ての 読み を学 習させ て お くほ うが ， 国語教育にゆと りを与え

る の で はない だろ うか．

．tL，Lg．＿Ll　初 めて正反応が得 られ る まで に要 したセ ッ シ ョ ン数の 分布

　　　　　　　　　　　　　 （縦軸はセ ッ シ ョ ン 数 ， 横軸は頻度を示 す）

渓 子 ひ らがな

IS　 14131 ［2111098765A32101

− 23

− 45

− 67
− 89

ト旧

11−1213
−14tv16lT

−！819
−2B

日 123456789t 日 11121314 ！5
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George  Okuhara

Bilingunlisin  frotn the  Behav ±orist  approacb.

LangungR  is  for  comniunicatj.on  and  it  hRlps  hui].d  relntior:ships.

I<now ±ng  soTneonets  langungg  tneans  knowing  that  pt･?rson  bett･ p.r

and  withaut  such  krinwledge  the  relationsbip  rnay  son:ehow  be

less  complete.
              '
The  point'  about  schools  is thnt  perents  aro  de,pendei,t  on  tbent  As

'to
 how  they  traat  thgir  bilingual.  ch ±ldren.  Nnny  perents  nctual.ly

report  that  their  childten  hnvp  absolutely  no  dirficulties  at

echooL  In  case  nr  mix'ed  langunge  marringest  the  parents  role  in

teaching  the  language  will  be  vital  pmrt  nf  thg  ]angunge  ecqui.sitton

The  i.n]por'tant part  to  reme'nber  is  that  hil'ingunlism  for  a  child

is  not  th:e  serne  ns  hUingunlism  fnr  an  adult.

'Flirst
 of  all,  for  e  ghU.d hilingun].isni  is  even  ntore  nf  a  process

than  it  i,s for  an  ndult,  nnd  in  r?lation  to  chilclren  we  shnuLd

therefore,  always  ta'Lk  ebout  hecnmiribr'  rather  than  being  biltngunl.

Secondly,  thero  is  a  d'lefgrqnce  in  degree  oC  proficien ¢ y.

A  mother  who  wunts  her  children  te  know  her  otvn  ]anguagR  usunl.ly

speaks  this  ].anguage  tn  thern  ns  part  of  dnil.y  li.ee.  Butt  if  n

father  dec.tdes  that  his  children  should  learn  his  original  mother

tongue,  it  more  often  beconies  n  matter  of  teaghing  theni  the

language,  which  then  seems  to take  plaee  in  a  different  kind  of

setting.  A  father  may  be  puttii}g  tinie  asicle  for  tbis  purpose
                                                      '
esp.ecially  during  tbR  weekendt  thus  making  the  

"language

 1.essens"

into  special  occasions.  If  the  father  is the  only  parent  who

coTnes  from  abroad,  how  important  is  it  thnt  the  children  should

learn  to  speak  his  language?
                                              '
ln  terms  of  tbe  enormous  numbp.rs  of  people  who  use  it daily

either  as  their  own  mother  tongue  or  as  their  socnnd  1.nnguage,

bogether  with  its  global  distribution.  English  is  the  first

lnnguage  that･has  a ¢ hieved  the  monumental  taslc  of  becoming

the  de  fncto  lingua  frnngAis  nf  the  world.

The  language,  the  attitudes  nnd  thG  conduct  ar'e  al.1  diverse

manifestations  of  chil.dren's  need  nt  tb'ts time  tn  live  in

conTpany  with  one  nnother.

.
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ス ケ ジ ュ
ー

ル ・ パ フ ォ
ー

マ ン ス と 個 入 差
’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一パ ー

ソ ナ リ テ ィ と の 関 係 一

陸 田 　 健
一

郎 （慶 應 義 塾 大 学 ）　
・
佐 藤 　 方 哉 （慶 慰 義 塾 大 学 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈 目　 的 〉

　強 化 ス ケ ジ ュ
ー ル は 行 動 分 析 が 見 い だ し た 重 要 な 制 御 変 数 の

一
っ で あ る。 強 化

ス ケ ジ ュ
ー

ル 下 の 反 応 パ タ
ー ン に は、 広 く 種 を 越 え た 普 遍 性 の あ る こ と が 明 ら か

に な っ て い る 爪 　ヒ ト に お い て は、　ヒ ト に 特 有 な パ タ ー
ン が 出 現 す る こ と、 個 人

差 が 大 き く な る こ と 等、 他 の 動 物 と は 異 な る 結 果 が 報 告 さ れ て い る。 統 合 的 な 人

間 行 動 の 理 解 の た め に は、　こ の よ う な ス ケ ジ ュ
ー

ル ・パ フ ォ
ー

マ ン ス の 個 人 差 を

分 析 対 象 と す る こ と が 必 要 で あ る。 混 合 ス ケ ジ ュ
ー

ル 下 の 電 鍵 押 し 反 応 の パ タ
ー

ン と 入 学 試 験 の 成 績 と の 関 係 を 報 告 し た Har2em （1984 ）の 研 究 は、 そ の よ う な 視 点

か ら な さ れ た も の で あ る 。 こ こ で は、 Ha 厂zem （1984 ）と 類 似 の 混 合 ス ケ ジ ュ
ー ル の

も と で の ス ケ ジ ュ
ー ル ・パ フ ォ

ー
マ ン ス と、 複 数 の パ ー

ソ ナ リ テ ィ
・

テ ス ト に よ

っ て 検 出 さ れ る 人 間 の 行 動 特 性 と の 関 係 を 検 討 す る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈 方 　 法 〉

雌 ：； 大 学 学 部 学 生、 大 学 院 生、 看 護 学 校 学 生 66 名 。 男 性 22 名、 女 性 44名。

年 齢 の 範 囲 は 18歳 か ら 25 歳 に わ た る。 全 員 強 化 ス ケ ジ ュ
ー

ル に っ い て の 専 門 的 知

識 は な く、 過 去 に 強 化 ス ケ ジ ュ
ー

ル に 関 わ る 心 理 学 実 験 の 被 験 歴 を も た な い ．

装＿＿置 ； 防 音 室 内 の テ
ー ブ ル 上 に 金 属 製 の 実 験 パ ネ ル が 設 置 さ れ、　こ れ に 実 験 進

行 を 示 す セ ッ シ ョ ン ラ ン プ、 反 応 フ ィ
ー ドバ ッ ク ラ ン ブ 　ブ ザ ー． 強 化 ラ ン プ、

完 了 反 応 用 押 し ボ タ ン、 得 点 表 示 用 カ ウ ン タ
ー が 備 え ら れ る。 パ ネ ル 正 面 に 着 席

す る 被 験 者 の 右 側 の 台 上 に、 オ ペ ラ ン ダ ム と し て 反 応 レ パ ー が あ る。 実 験 室 内 は

蛍 光 灯 で 照 明 さ れ、 外 部 音 を 遮 断 す る た め に 白 色 雑 音 が 提 示 さ れ て い る。 実 験 制

御 と 反 応 記 録 は、 隣 接 す る 操 作 室 に 設 置 さ れ た マ イ ク ロ コ ン ピ ュ
ー タ ー VIC − 1001

（COMMODORE 社 製 ）、　累 積 記 録 器 （大 久 保 測 工 器 製 ） で 行 わ れ た。

繼 L： 被 験 者 は 腕 時 計 を 外 す よ う に 教 示 さ れ 「レ バ ー を う ま く操 作 し て カ

ウ ン タ
ー の 得 点 を で き る だ け 多 く獲 得 す る よ う に 」 と い う 内 容 の 教 示 を 香面 ．で 受

け、 セ ッ シ ョ ン ラ ン プ の 点 灯 と 共 に 課 題 を 開 始 す る。 反 応 レ バ ー を押 す と、 反 応

フ ィ
ー ドバ ッ ク ラ ン プ が 0．05秒 光 る 。 強 化 可 能 時 設 定 後 の 反 応 に よ っ て ブ ザ ー が

1 秒 間 鳴 り、 強 化 ラ ン プ が 点 灯 す る。 そ の 後、 強 化 反 応 用 押 し ボ タ ン を押 す （完

了 反 応 ） こ と に よ り、 カ ウ ン タ
ー

に 1 点 が 加 算 さ れ る 。 実 験 終 了 後 に 獲 得 し た 総

得 点 に 応 じ た 金 額 （1 点 5 円 で 換 算 ） が 支 払 わ れ た 。

m 座 1ユ
ー ル ： 実 験 で 用 い た 強 化 ス ケ ジ ュ

ール は、 RI30 「
（T＝ 6秒 ：P＝ 0．2、 10

分 間 ）、 FR30 （5分 間 ） 、 DRLIO ”
（10 分 間 ）、 DRL20 ’

（10分 間 ）、 FR40 （5分 間 ）、

DRL30 ’
（10分 間 ） の 6 成 分 か ら な る 混 合 ス ケ ジ ュ

ー
ル （合 計 50 分 間 ） で あ っ た 。

弛 LテL 座 上 ： 各 被 験 者 は ス ケ ジ ュ
ー

ル
・パ フ ォ

ー
マ ン ス の 課 題 終 了

後、　1）集 団 用 ロ
ー

ル シ ャ ッ ハ 法 式 新 版 人 格 診 断 検 査 A 型、 2）精 研 式 SCT 、 3）精

研 式 INV 、 4）MPI 、 5）PETEL の 5種 類 の パ ー ソ ナ 、リ テ ィ
・テ ス ト を う け る。

　 PETEL は、 行 動 分 析 の 枠 組 み か ら 見 た 人 格 類 型 論 を 踏 ま え て 作 成 さ れ た テ

ス ト で あ る。 A4 版 大 の 用 紙 に、 顔 の 軸 郭 と 唇 の み が 点 線 で 描 か れ た 未 完 成 の お

か め の 顔 を 「お も し ろ お か し く な る よ う に 亅 完 成 さ せ る も の で、　目 と 眉 の 書 き 入

れ 方、 配 置、 点 線 の な ぞ り方、 塗 り っ ぶ し 方 等 か ら 行 動 類 型 （人 格 類 型 ） を 判 定

す る。 本 研 究 で 主 要 な 分 析 の 対 象 と な っ た の は、 そ の 行 動 類 型 の 中 の、 マ ル チ タ

イ プ の 程 度 を 示 す マ ル チ 得 点 で あ る 。 な お、 マ ル チ タ イ プ は、　自 ら 様 々 な ル ール

を 作 り出 し て 、 そ れ を 弁 別 刺 激 と す る 言 語 照 応 行 動 が 多 い タ イ プ で 、 従 来 の 人 格

類 型 に お い て は 分 裂 気 貿 に 近 い も の で あ る 。
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〈 結 　 果 〉

t W 一
レ ・パ フ 　 ー

マ ン ス

累 積 記 録 図 よ り 反 応 パ タ
ー

ン の 分 類 を 行

い ． 66名 の 被：験 者 を 以 下 の 5群 に 分 類 し た。

a ．分 化 群 （1L 名 ） ： 各 成 分 ス ケ ジ ュ
ー

ル

下 で 適 応 的 な 反 応 パ タ ー
ン を 示 し て 強 化

を獲 得 す る も の。 b ．準 分 化 群 （U 名 ） ：

DRL 成 分 で の 反 応 率 の 低 下 （FR成 分 と の 分

化 ） が あ る も の 。 c ．非 分 化 変 動 群 （14名 ）

： ぼ ぽ 一
貫 し た 反 応 パ タ

ー
ン を 示 す が、

と き お リ反 応 の 変 動 や 休 止 が み ら れ る も

の。　d．非 分 化
一

貫 低 率 群 （15名 ） ： 全 セ

ッ シ ョ ン
ー

貫 し て 低 率 反 応 の も の、 e ．非

分 化
一

貫 高 率 群 （15名 ） ： 全 セ ッ シ ョ ン

ー 貫 し て 高 率 反 応 の も の 。　 な お、 各 群 に

性 差 や 環 境 差 は な か っ た d

（2）ノN
°一 ソ 　　　！丿L三董二＿∠（＿＿2Lj三＿」丕」」E＿2LQ．3S−［Ei、

’
各 反 応 群 と 諸 パ ー ソ ナ リ テ ィ

・
テ ス ト と

の 対 応 関 係 を 表 1 に 示 す 。 　ま た、 各 反 応

群 と 顕 著 な 関「係 の あ っ た PETEL の マ

ル チ 得 点 と の 対 応 を 表 2 に 示 す。 な お、

INV 、　 MPI に お い て は、　ス ケ ジ ュ
ー

ル ・パ フ ォ
ー

マ ン ス と の 関 連 は 見 い だ さ

れ な か っ た。

a

b

RI3 日
鹽　FR33 　DR し 1 已

噂　DRL2 巳
卩
　FR49 　DRし3a

卩

A／

、／ ／ル
／ レh ／

。淵 柵 購酬 1
　 　 　 図 1　 代 去 的 累 積 £ 疎 図

淡 2 　 各 行 動 型 と マ ル チ 匿 点

表 1 　各 行 動 型 と ttパ ーソ ナ リ テ ィ
・テ ス ト

　 テ ス ト

行 動 型

分 　 化 　 9tr

．分 化 肝

　 分 　 化

．凭 　 動 　 群

非 　 分 　 化
’

一翼 嬉享 群

丱 　 分 　 化
一買 高 睾 牌

A 団 用 　 回 一ル

シ ヤ ツ ハ A

− G 的 外 向 盤

一飯 的 外 向 型

SC τ PETEL
マ ル チ 碍貞

　 入 学 試 験

甑 r； 巳9q95 ‘）

高

高 低

高 低

や や 長 い 文 童 高 低

や や 長 い 文 童 高

　 行動型

ル チ

5点
分 化 評 準分 佗 器

非分 化

変動 騨

罪 分 化

、一　　買

低 罩 艀

非 分 化
一　　貫

高 翠 辟

合 計

o 1 工 1 工 3 7

工 6 工 o 2 5 ユ　 4

2 2・ 4 6 工 　 2 42 　 8

3 2 5 7 o 31 　 7

合 計 1 　 　1 エ 　 ユ． 工　 4 工　 51 　 56 　 6

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈 考 　察 〉

　 本 研 究 で は、 特 徴 的 な ス ケ ジ ュ
ー ル ・パ フ ォ

ー
マ ン ス と の 相 関 を も っ 、 い く っ

か の 行 動 傾 向「が 示 さ れ た。 ま た、 Harzem （1984 ）と の 比 較 （表 1 ） か ら、　 自 ら ル
ー

ル を 作 り 出 し て、 そ れ を 弁 別 刺 激 と す る 行 動 傾 向 が 適 度 に あ る こ と と、 知 的 行 動

と の 間 に は 正 の 相 関 が あ る と 考 え ら れ る。 ス ケ ジ ュ
ー

ル ・パ フ ォ
ー

マ ン ス の 個 人

差 と 対 応 す る 行 動 特 性 を 分 析 す る こ と は、 人 間 行 動 の 理 解 に 有 用 な 情 報 を 与 え る

も の で あ り、 他 の 行 動 特 性 と の 関 連 を 検 討 す る 必 要 が あ る。

　 ま た、 各 反 応 群 に お け る 特 徴 的 な 反 応 パ タ
ー

ン を 変 容 さ せ る 変 数 に つ い て の 探

求 が 、 次 の ス テ ッ プ と な る が、 そ こ で は、 個 体 の レ ベ ル で の 分 析 が 中 心 と な る 。
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共変強化法 の テ レ ビ視聴 行動調査法へ の応用 二番組 の 特性 と視聴反応率の 関係

侈田政司 （常磐大学 ・
人間科学部）

　テ レ ビ との 「接触 」 の 様子を記述す る ため に， Lindsley（1962）は共変強化法 （

Conjugate　reinf （）rcement ）に よ る方法 を考案 した 。 視聴行動の 能動的側面を記述する 方法

と して 注目 され る 。 しか し ， 視聴反応率 は単 一
チ ャ ン ネ ル 条件で は 「強化力 」 に た い し て

分化 しに くい こ とが予想 され る 。 こ の 点を，　 （1）飽和化手続き と して 同
一

番組を揉 り返

し視聴する条件，お よ び （2） 3種類 の 「強化力 」 の 異なる ことが 予想 される番組条件の

下で 検討 した 。

N 実験 1

　 「サザ エ さん 」 （28 分間）お よ び 「笑 っ て い い と も」 （前半28分闇） の 2 本 の テ レ ビ番

組を 使用 した 。 A 群は 「サ ザ エ さん 」 を 3 回 連続 して 視聴 し （第 1試行），一週闇後，

「笑 っ て い い と も」 を同様に 3 回連続 して 視聴する （第 2試行） 。 B群 は こ の 逆の 順で視

聴す る 。 被験者数は それ ぞ れ 7 名で あ る 。 【強化随伴性】映像ス イ ッ チ へ の 反応 に 随伴 し

て直 ち に 通常の 映像が提示 され ， 1秒間そ の 映像状態が維持 され ， こ の 期間内に 次 の 反応

が無 い 場合に は，映嫁 は フ ェ イ ドァ ウ トされ 2． 5秒後に は
一

様な暗灰色 の 画面 とな る

（CONJ（FR−1，FADEOUT）） 。 【結果】槻聴回数 の 関数 として映像 ス イ ッ チ へ の 反応の 様子が

変化 し，累積記録 の 上で 見 る と，連続 強化後 の消去 曲線に 類似 した曲線や，反応休止期間

が目立つ よ うに な る 。 また， 3回 目の 視聴で は，両群 それぞれ 2名 の被験者で 突発的な反

応が 見 られ た 。 A 群で は ， 被験者 1名が
一

貫 して 高反応率を示 した 。 映像 ス イ ッ チ へ の 反

応 数 に つ い て 分散分折 の 結果，　 （1）第 1試行で は ， 両群 と も纔 り返 し視聴 の 効果 は有意

水準 に 達 しな か っ た。　（2）第 2試行で は ，両群 と も鑠 り返 し視聴要因は有意で あ っ た

（A 群 ；F＝ 4．62， df＝2／12，0．01〈p〈0．05， B 群 ：F＝7．14，df＝2／12，p〈O．01）。

園実験 2

　実験 1 と同様 の 視聴条件 で ， 3種類の テ レ ビ 番組（ 「笑 っ て い い とも」 ，
「サ ザ エ さ

ん」 および 「英語会話 Hj ，各28分間）を同
一

実験日 に 連続 して 視聴 して もらっ た 。 可 能

な視 聴順序 6通 りの な かか らラ ン ダム に 選択 した 3通 りに つ い て ， 17 名の 被験者を振 り

分けた。練習試行 と して ビ デ オ 映画を共変強化条件で 40 分闇視聴 し， 1週間後 に 本試行

を行 っ た 。 【結果 】累積記録に よ り，映豫ス イ ッ チ へ の 反応 が番組毎 に 分化 して い る様子

を見 るこ とがで きる。映濛 ス イ ッ チ へ の反応数に つ い て 分散分 析の 結果 ， 番組 の 種類要因

は有意で あ っ た （F・5．51，df・2／32，p〈0．01）。

躍考 察

　実験 1よ り，袋 り返 し視聴 と い う飽和化手続 きに よ っ た場合，映爆 ス イ ッ チ へ の 反応率

は視聴回数の 関数 と して 変 化す る こ とが示 され，実験 2より， 3種類の番組間にお い て も

視聴反応率 は分化す る こ とが示 され た。視聴環境 の急激 に 変化 して い る今 日 で はt テ レ ビ

視聴行動の 新 しい 概念が求 め られて い る。共変強化法を応用 す る こ とに より，従来の調査

法で は明確 に 規定 され て い な か っ た視聴行動 の 自発的側面 を記述する こ とが 可 能 とな り，

テ レ ビ 視聴行動 の 測定に つ い て ，
一

つ の操作的基準を提供す る こ とがで きる の で は な い だ

ろ うか 。
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　　大 学 キ ャ ン バ ス に お け る 自動車 シ ー トベ ル トの 着 用 に 関 す る研究
・一

着用率の フ ィ
ー

ドバ ッ ク及 び ポ ス タ
ー

の 提 示 に よ る 着 用 率の 変化
一

　　　　　　　　　　　　　 〇家 田重 晴 ・滝 　克 己 （中京 大 学 　体育 学 部 ）

　 　 　 　 　 BASE

　 　 90 　　 LINEl
着

　　80 　 7 図
”

用 　　　 1 τ
そ

尹 』 −

　 　 70

［緒言 ］ 1986 年 11 月か ら、一
般道 路 で も シ ー トペ ル トの 着 用義務違 反 に対 して 罰則が 科

され る よ うに な っ た ．愛知 県 T 市 の C 大 学 の キ ャ ン パ ス で も、罰則適用 後 に シ r トベ ル トの 着

用 串 は 著 しく上 昇 した ． しか し、警 察 に よ る一般 道 路 で の 調査 篇果 （愛知県 ： 97 ．4 ％ 〉に

比ぺ る と 、 か な り低 い 率で あ っ た ．そ こ で 、本 研究 で は 、着 用 率 の フ ィ
ー

ドバ ッ ク お よび 運転

者 へ の ポ ス タ
ー

提示 に よ っ て 、シ ー
ト ベ ル トの 着 用 を 促す こ と を試み た ．

［方法 ］  対象 者 ： 上 記大 学 キ ャ ン パ ス に 自動車 で 通学 す る学 生 、約 570 人 を対 象 と した ．

  着用率 の 観 察 ： 学 生駐 車 場 前の 公道 に お い て 運 転者の シ
ー

トベ ル ト着用 の 有無 を観察 した ．

観察 は 教 員 2 名 及び 各 々 の ゼ ミに 所属 す る 学 生 48 名 が 交代で 担 当 した ．観察 時 間は始業直 前
と昼 休 み 中の 各 30 分間 と し た ．  着 用 率 の フ ィ

ー ドバ ッ ク ： 学 生 駐 車場 前 の 看 板 （1 ．5m
x1 ．Om ）及び 4 号 館 内 学生 掲 示 板 の ポ ス タ ー （1 ．1m × 　 0 ，8m ）に 舸 日の 着 用率 を掲

示 した ．さ らに 、学 生 部掲示 板 及 び他 の 3 箇所に B4 判 の ポス タ ー
で 前週 の 着用 串 を毎 週 月 曜

日に 掲 示 した ．   ポ ス ター
の 提 示 ： 教 員 1 名 が昼 休み 中の 30 分 間、走行 中の 自動 車 の 運 転者

に対 して 、次 に 示 す 2 種 類 の 内容 の ポ ス タ ーの 内、 い ず れ か を提示 した ．　 A ． 「着 用 の 協力
あ りが と う“1 − 一一pa転者 が 着用 し て い る 場 合 。　 B ． 「シ ー トベ ル トを 着 用 しよ う」

一・一 　pa転
者 が 着 用 して い な い 場 合 ．な お 、 ポ ス タ ー提 示 は 、学 生 駐 車場 前 の 看 板付近 の T 字交 差点 で 行
っ た ．   実験デザイ ン ： 1987 年度 前期 に 、ペ ー

ス ラ イ ン 期 の 後 で 着用 率 の フ ィ
ー ドバ ッ ク

を実 施 した ．そ して 、夏 期 休暇 後の 後 期 に 、第 2 べ 一
ス ラ イ ン 期 に 続 い て 、着用率 の フ ィ

ー
ド

バ ッ ク 、及 び フ ィ
ー

ドバ ッ ク ＋ ポ ス タ
ー

提 示 （昼 休 み の み ）を実施 した ． また 、冬期 休暇後 を
フ ォ ロ

ー
ア ・

ソ プ 期 と した ．

［結 果 ］全 体 で 20 ，343 台 、 1 回平 均 79 ．5 台 を観 察 した ． 観察 回数 の 合 計は 256 回
で あ っ た ． 着 用 率は下 図の よ うな変化 を示 した ．前 期の フ ィ

ー ドバ ッ ク実施 後 、着用 串 は べ 一

ス ライ ン 期 の 水準 （78 ．8 ％ 〉か ら 4 ．9 ％ 上 昇 した ． しか し 、夏期休 暇 後 に は元の 水準に ま

で 率が 低下 した ．そ こ で 、再 び フ ィ
ー ドバ ッ ク を行 っ た が今 度 は着 用 率の 上昇が ほ とん どみ ら

れ なか っ た ．次 に ポ ス タ ー提 示 を加 え た と こ ろ 、提示 を実 施 した昼休 み の 時間 帯 の み で 、前の

時 期 に比 ぺ て 8 ．9 ％ 着用率が 上昇 した ．始業前 の 時 間帯 で 串の 変化 が な か っ たた め 、平 均で

は 4 ．5 ％ の 上昇 とな っ た 。 最後 に 、冬期 休暇直後の フ ォ ロ
ー

ア ッ プで は 、着用率は平均 72 ．
6 ％ ま で 低下 しギ 効果 は維 持 され なか っ た ．
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